ロジスティクス工学への招待

Invitation to the Logistics Engineering

東京商船大学 流通管理工学講座 助教授 博士（工学） 久保　幹雄（M. Kubo）

読者の皆さんは，情報技術（Information Technology: IT）というと，インターネットでパソコンや洋服の注文ができたり，携帯電話をかざすだけで自販機からジュースが買えたりすることを思い浮かべるでしょう．実は，これらのことはITの一方の側面だけをみたものなのです．企業体におけるITの利用法は，大きく分けて処理的ITと解析的ITに分類されます．上で述べた計算機やネットワークを用いた情報の自動処理は，処理的ITとよばれます．処理的ITは，コンビニやスーパーにあるPOSレジに代表されるように，我々の生活に浸透し，ある程度普及しています．一方，処理的ITによって集められた情報を用いて，企業体における様々な意思決定（の支援）を行うためのIT技術は，解析的ITとよばれます．実は，解析的ITの普及はまだはじまったばかりで，それをうまく利用している企業は，我が国ではまだ数えるほどです．

人間にたとえると，処理的ITは神経網みたいなものです（図１）．神経網があると指先に何が触れたか分かりますが，神経網だけでできる処理は，膝をトンカチで叩くと足がピクリと反応する反射的な処理などに限定されます．これは，企業体においては，ＰＯＳレジなどから需要の情報は得ることができても，それだけではせいぜい売れ線の商品や賞味期限切れの在庫をみつけることしかできないことに相当します．

一方，解析的ITは人間の頭脳に相当します．頭脳は，神経網によって集められた情報を分析し，それを活用して意思決定を行います．たとえば，POSレジ経由で集められた商品の需要は，予測システムによって将来の需要予測に変換され，生産管理システムによって工場内の生産指示に変換され，輸送計画システムによって，トラックの配送指示に変換されます．さらに，蓄積された情報を用いて，工場の閉鎖や新設，調達先の変更などの長期的な意思決定を行うこともできます．

処理的ITを実現したソフトウェアは，企業体資源計画（Enterprise Resource Planning: ERP）システムとよばれ，すでに多くの企業で用いられています．一方，解析的ITを実現したシステムは，意思決定支援システムとよばれ，サプライ・チェイン関連のソフトウェアの中核をなすものです．意思決定支援システムは，ERPシステムとくらべて，実際問題に依存したカスタマイズが必要になり，導入の敷居はかなり高いと言われています．以下では，筆者が開発した意思決定支援システムを中心に解析的ITの概要を紹介しようと思います．

企業体における意思決定は，戦争のときの意思決定と同じように，長期レベル，中期レベル，短期レベルの3つに分類するとわかりやすくなります．

長期（ストラテジック）レベルの意思決定とは，一度決めると数年間は変更ができないようなものを指します．たとえば，工場や配送センターの閉鎖や新設などが代表的です．筆者は，幾つかの企業との共同研究から，より一般的なロジスティクス・ネットワーク（サプライ・チェイン）を設計するためのシステムを開発しました．最近では，国内の問題だけでなく，複数の国家群にまたがるサプライ・チェインを設計できるように，関税や関税控除，もしくは移転価格などの複雑な税制についても考慮したモデルについて研究をすすめています．

中期（タクティカル）レベルの意思決定システムには，短期レベルと長期レベルをつなぐためのすべてのシステムが含まれます．たとえば，月単位や週単位で決定される生産計画システムや輸送計画システムは，中期レベルの意思決定支援システムの代表例です．また，サプライ・チェイン内のどこに安全在庫を配置するかなどを決定するためのシステムも中期レベルに属します．安全在庫の最適配置を決めるには，顧客サービスと在庫費用のトレード・オフを考慮する必要があります．

短期（オペレーショナル）レベルの意思決定には，毎日繰り返し用いられる意思決定からリアルタイムで決定しなければならない意思決定が含まれます．たとえば，工場内のスケジューリングの作成やトラックの配送計画などが代表例です．また，日々の需要の変動に応じた安全在庫量の決定も短期レベルの意思決定になります．実際のコンサルティングでは，長期，中期，短期の境は厳密なものではなく，実際問題に応じて柔軟に視点を変化させることが重要になります．

中期や短期レベルの様々な問題に対しても，幾つかの会社の共同研究を通して実用的なシステムを開発しています．主なシステムとそれらの関係を図２に示します．理想としては，これらのシステムは，お互いに情報を交換しあい，協調してサプライ・チェイン全体を最適に運用することを目指しています．今後は，システム間の連携をさらに強化していこうと研究をすすめています．

短期レベルの意思決定支援システムは，配送計画に代表されるように国内でもかなり普及してきていますが，中・長期の意思決定のためのシステムは，まだほとんど使われていないのが現状です．実際には，短期レベルでできる費用の削減は，中・長期レベルの意思決定で決められた範囲内に限定されます．一説によると，中・長期レベルの決定で全体の80%以上の費用が確定していると言われています．

戦後，物流からロジスティクス，そしてサプライ・チェインと用語が変化してくるにつれ，ロジスティクスは文科系の学問から理工学系の学問へと進化してきました．これは，ファイナンスが，旧来の株屋の世界から，数学やコンピュータを駆使した金融工学へと進化したのと同様に，時代の必然的な流れです．それにしたがい，ロジスティクスにおける研究は大きく変化し，新しい時代に突入してきています． この比較的新しい学問体系は，ロジスティクス工学とよばれ，海外の幾つかの大学には専門の研究センターを設置され，集中して研究が行われています．ロジスティクス工学の詳しい情報については，筆者が最近まとめた本（「ロジスティクス工学」朝倉書店，2001年6月）やサプライ・チェインに関するテキストとして定評のあるMITのSimchi-Leviたちの本 （Designing and Managing the Supply Chain : Concepts, Strategies, and Cases, Irwin/McGraw-Hill，久保 監訳，朝倉書店，近刊）をご参照ください．

